
Automation News
発行所：©ものづくり.jp株式会社　〒231-0062　神奈川県横浜市中区桜木町1-101-1　クロスゲート7階　TEL：050-3503-9311

2024年（令和６年）
12月11日（水曜日発行）

第387号
3万3000円（税込）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
時
、
世
界
中
で
外
出
禁

止
令
な
ど
が
出
て
日
常
生
活
が
一
変

し
、
歴
史
的
な
時
代
の
転
換
期
に
な
る

と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
い
ざ
収
ま
っ

て
み
る
と
、
案
外
と
そ
れ
以
前
の
生
活

に
戻
っ
て
い
た
り
す
る
。
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
の
打
ち
合
わ
せ
等

が
定
着
し
た
く
ら
い
で
、
そ
れ
以
外
に
劇
的
な

変
化
と
い
う
の
は
感
じ
な
い
。
と
は
い
え
、
そ

う
し
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が

人
々
の
間
で
許
容
さ
れ
、
普
通
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
実
は
大
き
な
変
化
だ
っ

た
り
す
る
▼
動
画
も
そ
う
だ
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
や
ニ
コ
ニ
コ
動
画
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
人

気
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
投
稿
者
と
視
聴

者
が
爆
発
的
に
増
え
た
の
は
暇
を
持
て
余
し
て

い
た
人
た
ち
の
娯
楽
に
な
っ
た
か
ら
。
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
そ
の
流
れ
だ
ろ
う
。
い

ま
は
街
中
で
動
画
撮
影
を
し
て
い
る
姿
を
み
て

も
普
通
の
光
景
と
し
か
思
わ
な
く
な
っ
て
い
る

▼
気
に
し
な
い
と
気
づ
か
な
い
が
、
実
は
だ
い

ぶ
世
界
は
様
変
わ
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
変

わ
っ
た
世
界
に
乗
っ
た
人
と
、
ま
だ
変
化
に
気

づ
か
ず
に
乗
れ
て
な
い
人
。
こ
れ
ら
の
間
に
は

結
構
な
差
が
出
て
い
た
り
す
る
。
そ
れ
を
自
覚

し
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
こ
の
差
は
さ
ら
に
広

が
っ
て
い
く
▼
い
ま
目
を
向
け
る
、
本
腰
を
入

れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
Ｄ
Ｘ
の
Ｘ
、
変
化

を
超
え
る
変
革
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
だ
。
時
代
や
環
境
の
変
化
を
自
覚

し
、
そ
の
変
化
に
ど
う
向
き
合
う
か
。
人
が
い

な
い
な
ら
探
し
て
く
る
。
ま
た
は
、
い
な
く
て

も
で
き
る
よ
う
に
変
え
て
い
く
。
経
営
レ
ベ
ル

の
変
革
と
、
現
場
レ
ベ
ル
の
変
革
、
そ
れ
ぞ
れ

に
携
わ
る
人
が
自
分
の
領
域
で
Ｘ
に
取
り
組

む
。
Ｄ
か
ど
う
か
は
関
係
な
い
。
時
代
の
変
化

に
流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
流
れ
を
見
極
め

て
、
そ
れ
に
乗
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ
。

当事者意識を持ってるか？　時代に流されるのではなく、流れに乗れ

　
【
お
知
ら
せ
】

　
次
号
第
３
８
７
号
は
12

月
25
日
に
発
行
い
た
し
ま

す
。
２
０
２
４
年
最
終
号

と
な
り
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

製品別予測

長
が
加
速
す
る
見
通
し
。
25

年
は
８
・
３
％
増
の
７
兆
７

２
４
０
億
円
と
成
長
が
継
続

す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

製
品
別
市
場
動
向

　
24
年
と
25
年
の
製
品
別
の

市
場
動
向
は
、
デ
ィ
ス
ク
リ

ー
ト
は
24
年
は
３
１
５
億
㌦

（
11
・
２
％
減
）
、
25
年
は

３
３
４
億
㌦
（
５
・
８
％

増
）
に
拡
大
。
オ
プ
ト
は
４

２
１
億
㌦
（
２
・
５
％
減
）

か
ら
４
３
７
億
㌦
（
３
・
８

％
増
）
に
。
セ
ン
サ
＆
ア
ク

チ
ュ
エ
ー
タ
は
１
８
７
億
㌦

（
５
・
１
％
減
）
か
ら
２
０

０
億
㌦
（
７
・
０
％
増
）
と

し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
全
体
は
、
24
年
は
５

３
４
５
億
㌦
（
24
・
８
％

増
）
。
こ
の
う
ち
メ
モ
リ
は

81
％
増
、
ロ
ジ
ッ
ク
は
16
・

９
％
増
、
マ
イ
ク
ロ
は
３
・

９
％
増
、
ア
ナ
ロ
グ
は
２
・

２
％
減
。
25
年
は
、
Ｉ
Ｃ
全

体
は
６
０
０
１
億
㌦
（
12
・

３
％
増
）
。
こ
の
う
ち
メ
モ

リ
は
13
・
４
％
増
、
ロ
ジ
ッ

ク
は
16
・
８
％
増
、
マ
イ
ク

ロ
は
５
・
６
％
増
、
ア
ナ
ロ

グ
は
４
・
７
％
増
と
予
測
し

て
い
る
。

　
Ｗ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
は
、
世
界
の
半

導
体
メ
ー
カ
ー
が
自
主
的
に

加
盟
し
て
い
る
半
導
体
市
場

に
関
す
る
世
界
的
統
計
機
関

と
し
て
１
９
８
６
年
に
設

立
。
現
在
、
Ｗ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
に
は

49
社
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
が

加
盟
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｓ
Ｔ
Ｓ

世
界
半
導
体
市
場
統
計
は
、

加
盟
会
社
の
半
導
体
販
売
額

・
販
売
数
量
の
実
績
値
を
製

品
別
・
地
域
別
に
同
一
分
類

基
準
で
毎
月
集
計
し
た
デ
ー

タ
を
基
に
統
計
と
し
て
発
行

し
、
世
界
の
半
導
体
市
場
を

同
一
基
準
で
分
類
、
集
計
し

た
統
計
と
な
っ
て
い
る
。

の
製
品
で
も
前
年
比
プ
ラ
ス

成
長
に
回
帰
す
る
と
予
測
し

て
い
る
。

　
日
本
の
半
導
体
市
場
動
向

は
、
23
年
は
３
・
８
％
増
の

約
６
兆
５
６
３
７
億
円
。
24

年
は
８
・
７
％
増
の
７
兆
１

３
４
５
億
円
で
、
プ
ラ
ス
成

25
年
、前
年
比
11.2
％
増

さ
ら
な
る
拡
大
見
通
す

　
Ｗ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
（
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
　
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｅ
　
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
、
世
界
半
導
体
市
場
統
計
）
の
２
０
２
４
年
秋
季
半
導
体
市
場
予
測

会
議
が
米
国
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
開
催
さ
れ
、
25
年
の
世
界
の
半
導
体
市
場
は
前
年
比
11
・

２
％
増
で
市
場
拡
大
す
る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。
Ａ
Ｉ
の
裾
野
の
広
が
り
、
世
界
経
済

の
緩
や
か
な
拡
大
が
半
導
体
需
要
を
押
し
上
げ
る
と
予
測
し
て
い
る
。

世
界
と
日
本
の　

半
導
体
市
場
動
向

　
23
年
の
世
界
半
導
体
市
場

は
８
・
２
％
減
の
５
２
６
８

億
８
５
０
０
万
㌦
（
日
本
円

で
約
74
兆
円
）
と
な
っ
た
。

世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
や
利
上

げ
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
高

ま
り
な
ど
が
個
人
消
費
や
企

業
の
設
備
投
資
等
に
影
響
し

た
。
Ａ
Ｉ
関
連
・
自
動
車
用

途
を
除
き
半
導
体
需
要
は
低

調
だ
っ
た
。

　
24
年
は
、
19
・
０
％
増
の

６
２
６
８
億
６
９
０
０
万
㌦

（
約
95
兆
円
）
で
再
拡
大
と

な
る
見
込
み
。
Ａ
Ｉ
関
連
投

資
が
好
調
で
、
メ
モ
リ
や
Ｇ

Ｐ
Ｕ
な
ど
ロ
ジ
ッ
ク
製
品
の

需
要
が
拡
大
し
、
市
場
を
牽

引
。
Ａ
Ｉ
以
外
で
は
、
前
年

好
調
だ
っ
た
自
動
車
用
途
が

低
迷
し
、
設
備
投
資
の
冷
え

込
み
に
よ
る
産
業
用
途
の
不

振
な
ど
、
多
く
の
製
品
で
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
な
る

と
見
て
い
る
。

　
25
年
は
、
11
・
２
％
増
の

６
９
７
１
億
８
４
０
０
万
円

（
約
１
０
４
兆
円
）
で
市
場

の
拡
大
を
見
込
む
。
Ａ
Ｉ
関

連
で
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
投

資
が
継
続
し
、
さ
ら
に
エ
ッ

ジ
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
Ａ
Ｉ
機
能

搭
載
端
末
の
増
加
な
ど
、
裾

野
の
広
が
り
が
半
導
体
需
要

拡
大
に
寄
与
す
る
見
通
し
。

世
界
経
済
の
緩
や
か
な
拡
大

も
半
導
体
需
要
を
押
し
上

げ
、
メ
モ
リ
製
品
や
Ｇ
Ｐ
Ｕ

な
ど
の
ロ
ジ
ッ
ク
製
品
以
外

世
界
半
導
体
市
場
統
計

　
２
０
２
５
年
11
月
19
日
か

ら
21
日
に
か
け
て
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
る
「
Ｉ

Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
５
」
に
つ

い
て
、
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

が
オ
ー
プ
ン
し
、
出
展
申
し

込
み
も
開
始
し
た
。

　
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
は
、
電
機
・

計
測
産
業
を
核
と
す
る
産
業

界
の
最
先
端
技
術
・
情
報
が

集
う
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と

　
こ
れ
ま
で
の
過
去
２
回

は
、
開
催
時
期
は
１
月
、
会

場
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西

ホ
ー
ル
だ
っ
た
が
、
今
回
の

会
場
は
東
４
・
５
・
６
ホ
ー

ル
、
開
催
時
期
も
11
月
に
変

更
と
な
っ
た
。
ま
た
２
０
２

計
測
の
先
端
技
術
総
合
展
と

し
て
隔
年
で
行
わ
れ
て
い

る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

「
も
の
づ
く
り
の
未
来
が
集

う
―
革
新
・
連
携
・
共
創

―
」
と
し
、
日
本
の
も
の
づ

く
り
に
お
け
る
革
新
・
連
携

・
共
創
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
役
割
を
果
た

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
展
者
と

と
も
に
、
も
の
づ
く
り
の
未

来
を
、
日
本
の
未
来
を
け
ん

引
し
て
い
く
、
と
い
う
思
い

を
込
め
て
い
る
。

４
年
は
リ
ア
ル
展
と
オ
ン
ラ

イ
ン
展
の
併
催
だ
っ
た
が
、

今
回
は
リ
ア
ル
展
の
み
の
開

催
を
予
定
。
実
際
に
見
て
感

じ
て
、
体
験
で
き
る
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
展
示
を
実
施

し
、
も
の
づ
く
り
の
専
門
フ

ェ
ア
・
見
本
市
と
し
て
、
原

点
回
帰
を
目
指
す
と
し
て
い

る
。

　
12
月
６
日
か
ら
出
展
申
し

込
み
の
受
け
付
け
を
開
始
し

て
い
る
。

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
５公式サイト開設

出展申し込みもスタート

山善「第１回ものづくり産業業種別課題と対策調査」

主要７業種計700社を対象

課
題
「
人
材
不
足
へ
の
対
応
」

対
策
「
正
社
員
採
用
層
拡
大
」

１位　
山
善
は
、
も
の
づ
く
り
産
業
７
大
業
種
別
の
直
近
の
課
題
と
解
決
策
に
つ
い
て
、
も

の
づ
く
り
産
業
に
携
わ
る
管
理
職
以
上
の
責
任
者
７
０
０
人
を
対
象
に
調
査
し
、
そ
の

結
果
を
「
第
１
回
も
の
づ
く
り
産
業
業
種
別
課
題
と
対
策
調
査
」
と
し
て
ま
と
め
た
。

も
の
づ
く
り
産
業

が
直
面
す
る
課
題

　
も
の
づ
く
り
産
業
で
は

「
以
前
か
ら
直
面
し
て
い
る

課
題
が
あ
る
」
企
業
が
71
％

に
達
し
、
以
前
か
ら
の
課

題
、
直
近
３
年
以
内
の
課
題

と
も
に
１
位
「
人
材
不
足
へ

の
対
応
」
、
２
位
が
「
Ｉ
Ｔ

活
用
／
Ｄ
Ｘ
推
進
」
、
３
位

が
「
原
材
料
価
格
高
騰
へ
の

対
応
」
と
な
っ
た
。
直
近
３

年
以
内
に
限
る
と
、
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
高
騰
へ
の
対

応
」
「
Ａ
Ｉ
活
用
」
「
人
件

費
高
騰
へ
の
対
応
」
が
上
位

に
上
が
り
、
さ
ら
に
「
物
流

費
高
騰
へ
の
対
応
」
（
14
・

６
％
）
や
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
」（
12
・

６
％
）
が
課
題
ト
ッ
プ
10
に

入
っ
て
来
た
。

主
な
解
決
策

　
そ
う
し
た
個
々
の
課
題
に

対
す
る
対
策
に
つ
い
て
は
、

課
題
１
位
「
人
材
不
足
へ
の

対
応
」
に
対
し
て
は
「
正
社

員
の
採
用
対
象
層
の
拡
大
」

（
36
・
４
％
）
、
「
定
年
の

引
き
上
げ
、
シ
ニ
ア
人
材
の

再
雇
用
」
（
30
・
８
％
）
、

「
専
門
人
材
の
確
保
」
（
26

・
２
％
）
が
上
位
に
挙
げ
ら

れ
る
一
方
で
、
外
国
人
人
材

の
雇
用
拡
大
（
16
・
４
％
）

や
女
性
従
業
員
の
雇
用
拡
大

（
14
・
０
％
）
の
実
施
企
業

も
増
え
て
来
て
い
る
。

　
課
題
２
位
「
Ｉ
Ｔ
活
用
／

Ｄ
Ｘ
推
進
」
に
対
し
て
は

「
専
門
人
材
の
確
保
」
（
35

・
６
％
）
が
ト
ッ
プ
に
な

り
、
「
Ｉ
Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
を
活
用

し
た
生
産
性
の
向
上
」
（
24

・
９
％
）
、
「
正
社
員
の
採

用
対
象
層
の
拡
大
」
（
23
・

７
％
）
が
続
い
た
。
「
シ
ニ

ア
人
材
の
活
躍
」
（
19
・
２

％
）
「
従
業
員
の
知
識
・
ス

キ
ル
の
底
上
げ
」
（
19
・
２

％
）
も
高
く
、
人
材
確
保
が

重
要
と
見
て
い
る
。

　
課
題
３
位
「
原
材
料
価
格

高
騰
へ
の
対
応
」
に
対
し
て

は
、上
位
は「
販
売
製
品
の
値

上
げ
」
（
37
・
１
％
）、「
製

造
工
程
の
見
直
し
」
（
18
・

９
％
）
、
「
節
電
・
節
水
」

（
16
・
０
％
）
と
し
て
自
社

の
取
り
組
み
で
の
対
応
に
加

え
、
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
評
価
・
見
直
し
」
（
14
・

９
％
）
、
「
原
材
料
調
達
先

お
よ
び
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
分
散
」
（
10
・
９
％
）
な

ど
取
引
先
も
巻
き
込
ん
だ
形

の
対
策
も
進
ん
で
い
る
。

成
果
出
て
い
る
／
出

て
い
な
い
ほ
ぼ
同
数

　
直
近
３
年
以
内
に
直
面
す

る
よ
う
に
な
っ
た
課
題
に
対

す
る
対
策
の
成
果
に
つ
い

て
、
対
策
を
実
施
し
た
企
業

の
48
％
が
「
成
果
が
出
て
い

る
」
、
44
％
が
「
成
果
が
出

て
い
な
い
」
と
回
答
し
、
拮

抗
。
対
策
を
実
施
し
て
も
半

数
は
成
果
が
出
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　
山
善 

産
業
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
事
業
部 

戦
略
企
画
部

長 

奥
山
真
吾
氏
に
よ
る

と
、
「
課
題
１
位
の
『
人
手

不
足
』
に
つ
い
て
は
、
正
社

員
と
し
て
一
つ
の
企
業
で
定

年
ま
で
働
く
終
身
雇
用
を
目

指
す
方
よ
り
も
、
コ
ロ
ナ
禍

後
は
『
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
に
、
転
職
す
る
の
も
一
つ

の
方
法
だ
』
と
考
え
る
人

が
、
よ
り
増
え
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
優
秀
な
人
材

を
流
出
さ
せ
ず
確
保
す
る
に

は
、
や
は
り
賃
金
ア
ッ
プ
が

重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
６
位

の
『
人
件
費
高
騰
』
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

『
人
件
費
高
騰
』
に
つ
い
て

は
、
若
い
人
材
の
賃
金
は
上

が
っ
て
い
る
の
に
中
堅
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
賃
金
が
上

が
ら
な
い
た
め
人
材
が
流
出

す
る
ケ
ー
ス
も
起
き
て
い
る

よ
う
で
す
。
人
材
が
流
動
的

な
た
め
社
員
に
企
業
文
化
が

根
付
か
な
い
、
企
業
文
化
が

浸
透
し
な
い
た
め
人
材
が
固

定
し
な
い
と
い
う
悪
循
環
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
以
前
の
課
題
の
４
位
『
業

務
効
率
化
・
生
産
性
向
上
』

が
直
近
３
年
以
内
で
は
８
位

に
下
が
り
、
『
Ａ
Ｉ
活
用
』

が
７
位
か
ら
５
位
に
上
が
っ

て
き
て
い
る
の
は
、
こ
こ
数

年
で
Ａ
Ｉ
技
術
が
進
化
し
た

こ
と
が
理
由
で
す
。
以
前
は

『
業
務
効
率
化
・
生
産
性
向

上
』
の
方
策
が
曖
昧
だ
っ
た

と
こ
ろ
、
Ａ
Ｉ
活
用
と
い
う

対
策
が
見
え
て
き
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
Ａ
Ｉ

活
用
に
は
専
門
人
材
が
不
可

欠
で
あ
り
、
そ
の
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
し

た
。

　
さ
ら
に
直
近
の
課
題
と
し

て
上
が
っ
て
き
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
も
「
『
物
流
費
の

高
騰
へ
の
対
応
』
は
、
２
０

２
４
年
４
月
に
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
の
上

限
が
規
制
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
輸
送
能
力
が
不
足
す
る

『
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
』
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ

れ
ま
で
は
、
物
流
側
よ
り
も

荷
主
側
の
立
場
が
強
か
っ
た

の
で
す
が
、
近
年
は
逆
転
し

ま
し
た
。
ま
た
、
倉
庫
業
で

は
環
境
改
善
、
省
力
化
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ラ
ン
ク
外
か
ら
10
位
に
上

が
っ
て
き
た
『
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
』
に

も
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
。
近
年
は
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
取
り
組
ん
で
い
な
い
企
業

は
各
方
面
か
ら
評
価
を
得
に

く
く
、
企
業
ブ
ラ
ン
ド
の
低

下
を
招
く
こ
と
に
直
結
し
ま

す
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
へ
の
対
応
は
、
大
手
企
業

を
中
心
に
広
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
欧
米

を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
す
る
場
合

は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
対
応
が
必
須
と
な
る
か

ら
で
す
。
中
小
企
業
や
、
ア

セ
ア
ン
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

し
て
い
る
企
業
は
、
ま
だ
対

応
に
消
極
的
な
と
こ
ろ
が
多

い
よ
う
で
す
」と
し
て
い
る
。

「
24
年
３
Ｑ
世
界
半
導
体
製
造
装
置
販
売
額
」

304
億
㌦
前
年
同

期

比

19
％
増
SEAJ

　
日
本
半
導
体
製
造
装
置
協

会（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｊ
）に
よ
る
と
、

２
０
２
４
年
第
３
四
半
期
の

世
界
の
半
導
体
製
造
装
置
販

売
額
は
前
年
同
期
比
19
％
増

の
３
０
４
億
㌦
と
な
っ
た
。

　
地
域
別
で
は
、
中
国
が
１

２
９
億
３
０
０
０
万
㌦
（
17

％
増
）
、
台
湾
が
46
億
９
０

０
０
万
㌦
（
25
％
増
）
、
韓

国
が
45
億
２
０
０
０
万
㌦

（
17
％
増
）
、
北
米
が
44
億

３
０
０
０
万
㌦
（
77
％

増
）
、
日
本
が
17
億
４
０
０

０
万
㌦
（
３
％
減
）
、
欧
州

が
10
億
５
０
０
０
万
㌦
（
38

％
減
）
と
な
っ
た
。
北
米
を

は
じ
め
、
台
湾
、
中
国
、
韓

国
が
大
き
く
伸
び
た
一
方
、

日
本
と
欧
州
は
低
調
だ
っ

た
。

　
前
四
半
期
比
で
は
、
中
国

が
６
％
増
と
前
期
か
ら
引
き

続
い
て
好
調
を
維
持
。
た
だ

し
北
米
が
85
％
増
、
台
湾
も

20
％
増
と
中
国
を
上
回
る
成

長
を
し
た
た
め
、
世
界
販
売

に
お
け
る
中
国
市
場
の
比
率

は
45
・
６
％
か
ら
42
・
５
％

と
３
㌽
低
下
し
た
。

25
年
12
月
に
本
社
を

東
京
・
麹
町
へ
移
転

Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｎ

　
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
は
、
２
０

２
５
年
12
月
（
予
定
）
に
本

社
を
移
転
す
る
。

　
移
転
予
定
地
は
、
東
京
都

千
代
田
区
麹
町
５
丁
目
１
番

４
麹
町
弘
済
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
。

　
移
転
の
理
由
・
目
的
に
つ

い
て
、
本
社
・
東
日
本
支
社

を
新
オ
フ
ィ
ス
に
移
転
し
、

働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
で
、
社
員
の
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
高
め
、
生
産
性

や
働
き
方
の
質
の
向
上
を
目

指
す
。 

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
な

オ
フ
ィ
ス
空
間
で
部
門
を
越

え
た
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
促
し
、
ア
イ
デ
ア

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

を
図
り
、
将
来
の
新
事
業
の

立
ち
上
げ
と
中
核
事
業
の
ド

メ
イ
ン
拡
大
に
よ
る
事
業
創

出
会
社
へ
の
変
革
に
向
け
た

体
制
を
強
化
す
る
と
し
て
い

る
。
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新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

使
い
勝
手
大
幅
向
上

技
術
者
の
時
間
と
手
間
節
約

オ
ム
ロ
ン「
レ
ー
ザ
変
位
セ
ン
サ
」

　
同
製
品
は
、
安
定
検
出
と

ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
、
使
い
勝
手
を
大
幅
に
向

上
さ
せ
た
レ
ー
ザ
変
位
セ
ン

サ
で
、
装
置
の
設
計
・
製

造
、
立
ち
上
げ
、
保
全
な
ど

携
わ
る
技
術
者
の
手
間
と
時

間
の
節
約
を
可
能
に
す
る
工

夫
を
詰
め
込
み
な
が
ら
低
価

格
で
提
供
す
る
新
製
品
。

　
静
止
分
解
能
０
・
５
㍃

㍍
、
リ
ニ
ア
リ
テ
ィ
０
・
０

２
５
％
Ｆ
．
Ｓ
．
、
温
度
特

性
０
・
01
％
Ｆ
．
Ｓ
．
／
度

の
ク
ラ
ス
最
高
レ
ベ
ル
の
検

出
性
能
と
︑
初
期
設
定

の
ま
ま
で
安
定
検
出
で

き
る
高
い
セ
ン
シ
ン
グ

性
能
を
実
現
︒
同
一
設

定
で
さ
ま
ざ
ま
な
材
質

の
検
出
が
で
き
︑
高
さ

測
定
︑
傾
き
検
出
︑
位

置
決
め
な
ど
１
０
μ
ｍ

か
ら
１
ｍ
ｍ
程
度
の
判

別
用
途
に
幅
広
く
対
応

し
︑
光
が
帰
っ
て
き
に

く
い
車
体
の
塗
装
面
の

よ
う
な
黒
光
沢
ワ
ー
ク

か
ら
︑
プ
リ
ン
ト
基

板
︑
黒
ゴ
ム
︑
光
が
多

く
返

ZP―L

Ｃ
Ｋ
Ｗ
︱
Ｈ
Ｐ
１
シ
リ
ー
ズ

　
ベ
ス
タ
ク
ト
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
は
、
通
電
容
量
13
Ａ
を
実
現
し
た
ハ
イ
パ
ワ
ー

リ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
「
ベ
ス
タ

ク
ト
Ｂ
Ｒ
Ｅ
型
・
Ｂ
Ｒ
Ｇ

型
」
を
発
売
し
た
＝
写
真
。

っ
て
く
る
ス
テ
ン
レ
ス
の
よ

う
な
金
属
ワ
ー
ク
ま
で
同
じ

設
定
で
安
定
検
出
。
ワ
ー
ク

ご
と
に
必
要
だ
っ
た
測
定
周

期
の
調
整
を
不
要
と
し
た
。

　
設
置
自
由
度
も
高
く
、
上

か
ら
設
置
が
で
き
ず
に
斜
め

設
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
で
も
広
い
角
度
特
性

で
約
85
度
ま
で
測
定
で
き
、

柔
軟
な
設
置
に
対
応
。

　
設
定
に
つ
い
て
も
、
表
現

力
が
豊
か
で
見
や
す
い
有
機

Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
採
用

に
加
え
、
表
示
も
セ
グ
メ
ン

ト
表
示
か
ら
「
平
均
回
数
」

「
厚
み
設
定
値
」
「
タ
イ
マ

時
間
」
な
ど
日
本
語
に
よ
る

メ
ニ
ュ
ー
表
示
に
変
更
し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
い
ら
ず
で
設
定

可
能
と
し
た
。
エ
ラ
ー
表
示

と
対
処
法
も
日
本
語
な
ど
４

カ
国
語
で
の
表
示
と
し
、
現

場
で
の
一
次
対
応
を
ス
ム
ー

ズ
に
し
、
復
旧
時
間
の
短
縮

を
支
援
し
て
い
る
。

　
ま
た
独
自
の
カ
ス
タ
ム
Ｃ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
に
よ
っ
て
移
動
す
る

ワ
ー
ク
の
測
定
ば
ら
つ
き
を

約
50
％
に
低
減
し
、
現
場
で

の
安
定
検
出
を
実
現
。
製
品

個
体
差
に
つ
い
て
も
独
自
の

製
造
工
法
に
よ
っ
て
ば
ら
つ

き
を
低
減
し
、
い
つ
で
も
期

待
し
た
通
り
の
性
能
の
発
揮

を
実
現
し
て
い
る
。

汎用性備え用途拡大
ピルツジャパン 産業用ＰＣ

三
菱
電
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
機
器
を
Ｔ
Ｓ
Ｎ
に
接
続

シ
ー
ケ
ン
サ
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

ベ
ス
タ
ク
ト
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

通
電
容
量
13
Ａ
を
実
現

ハ
イ
パ
ワ
ー
リ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ

高
速
メ
モ
リ
搭
載

ハ
イ
エ
ン
ド
産
業
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

コンテック
　
ピ
ル
ツ
ジ
ャ
パ
ン
（
横
浜

市
港
北
区
）
は
、
産
業
用
Ｐ

Ｃ
「
Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ａ

ｌ
Ｐ
Ｉ
」
の
販
売
を
開
始
し

た
＝
写
真
。

　
新
製
品
は
、
モ
ジ
ュ
ラ
ー

式
設
計
、
オ
ー
プ
ン
な
Ｌ
ｉ

ｎ
ｕ
ｘ
ベ
ー
ス
の
Ｏ
Ｓ
（
オ

ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
）
、
お
よ
び
統
合
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
を
採
用
し
て
お

り
、
産
業
用
Ｐ
Ｃ
や
産
業
用

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
（
ソ
フ
ト
Ｐ

Ｌ
Ｃ
）
と
し
て
の
ほ
か
、
デ

ー
タ
の
Ｉ
Ｉ
ｏ
Ｔ
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
と
し
て
も
使
用
で
き
る

イ
ン
に
お
け
る
同
期
軸
の
動

作
ま
で
、
幅
広
い
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
最
適
な
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
で
き
る
。

　
加
え
て
、
Ｉ
Ｉ
ｏ
Ｔ
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
は
、
設
備

や
機
械
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る

小
型
安
全
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
Ｐ

Ｎ
Ｏ
Ｚ
ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
か
ら
の

デ
ー
タ
を
収
集
し
て
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
に
接
続
。
ど
こ

か
ら
で
も
世
界
中
で
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
が
可

能
に
な
る
。

汎
用
性
を
備
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｒ
ａ
ｓ
ｐ
ｂ
ｅ
ｒ

ｒ
ｙ
　
Ｐ
ｉ
技
術
を
ベ
ー
ス

に
、
計
算
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

産
業
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

適
し
た
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
や

接
続
用
の
拡
張
ボ
ー
ド
を
産

業
用
に
特
別
に
開
発
さ
れ
た

堅
牢
な
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
格

納
。
24
Ｖ
接
続
で
、
必
要
に

応
じ
て
適
切
な
デ
ジ
タ
ル
お

よ
び
ア
ナ
ロ
グ
Ｉ
／
Ｏ
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
増
設
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
で
は
、

モ
ジ
ュ
ラ
ー
式
の
強
力
な
ソ

フ
ト
Ｐ
Ｌ
Ｃ
と
し
て
、
各
種

の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
活
用
で
き
、
純

粋
な
制
御
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
機
械
の
パ
ワ
ー
ト
レ

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
３
方
爪
チ
ャ

ッ
ク
「
Ｃ
Ｋ
Ｗ
―
Ｈ
Ｐ
１
シ

リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
10
〜

20
㍉
㍍
の
ロ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー

ク
タ
イ
プ
を
追
加
し
た
。

同
製
品
は
、
薄
形
、
軽
量

コ
ン
パ
ク
ト
モ
デ
ル
の
３
方

爪
チ
ャ
ッ
ク
。
従
来
比
２
倍

　
三
菱
電
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
は
、
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

Ｉ
Ｅ
　
Ｔ
Ｓ
Ｎ
に
Ｃ
Ｃ
―

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
機
器
を
接
続
す

Ｔ
Ｓ
Ｎ
に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の

な
い
機
器
の
制
御
も
可
能
。

　
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
と
対
応

機
器
で
構
築
し
て
あ
る
既
存

の
古
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、

最
新
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

る
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ

　
Ｔ
Ｓ
Ｎ
対
応
へ
と
段
階
的

に
置
き
換
え
て
い
く
の
に
有

効
。
既
存
の
機
器
の
配
線
、

稼
働
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
使

え
、コ
ス
ト
を
抑
え
て
、短
い

工
期
で
立
ち
上
げ
が
可
能
。

機
器
を
再
利
用
す
る
の
で
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
も
削
減

で
き
る
。旧
ラ
イ
ン
・
設
備
の

稼
働
デ
ー
タ
を
新
ラ
イ
ン
・

設
備
に
流
用
で
き
る
の
で
、

新
旧
ラ
イ
ン
・
設
備
の
デ
ー

タ
を
使
っ
て
三
菱
電
機
製
Ｍ

Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
　
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｉ
で
検
証
も
で
き
る
。

　
三
菱
電
機
製
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
ツ
ー
ル
「
Ｇ
Ｘ
　
Ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
３
」
に
対
応
し
、

Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ

Ｔ
Ｓ
Ｎ
も
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

も
ワ
ン
ツ
ー
ル
で
設
定
で

き
、
簡
単
・
迅
速
な
立
ち
上

げ
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ン
テ
ッ
ク
は
、
第
５
世

代
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
　
Ｘ
ｅ
ｏ
ｎ

ス
ケ
ー
ラ
ブ
ル
・
プ
ロ
セ
ッ

サ
に
対
応
し
た
、
Ｈ
Ｐ
Ｃ
向

け
ハ
イ
エ
ン
ド
産
業
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
「
Ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
―
ｅ
Ｐ
Ｃ
　
Ｍ
Ｒ
４
４

０
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売

し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
４
Ｕ
ラ
ッ
ク

マ
ウ
ン
ト
の
筐
体
に
、
第
５

世
代
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
　
Ｘ
ｅ
ｏ

ｎ
ス
ケ
ー
ラ
ブ
ル
・
プ
ロ
セ

ッ
サ
Ｅ
ｍ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ
ｄ
　
Ｒ

ａ
ｐ
ｉ
ｄ
ｓ
で
あ
る
、
長
期

供
給
が
可
能
な
32
コ
ア
64
ス

レ
ッ
ド
の
高
性
能
メ
ニ
ー
コ

ア
Ｃ
Ｐ
Ｕ
　
Ｘ
ｅ
ｏ
ｎ
　
Ｇ

ｏ
ｌ
ｄ
６
５
３
０
、
Ｄ
Ｄ
Ｒ

５
―
５
６
０
０
の
高
速
メ
モ

リ
を
搭
載
し
、
高
い
処
理
能

力
を
実
現
。

Ｐ
Ｃ
Ｉ
　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ

ｓ
（
ｘ
16
）
×
４
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ

Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
（
ｘ
４
）

×
３
の
拡
張
ス
ロ
ッ
ト
、
Ｕ

Ｓ
Ｂ
３
・
２
Ｇ
ｅ
ｎ
１
×

６
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
２
・
０
×
２
、

Ｒ
Ｓ
―
２
３
２
Ｃ
、
Ｖ
Ｇ
Ａ

な
ど
豊
富
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
も
装
備
し
、
高
い
拡
張

性
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ボ
ー
ド

な
ど
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

ボ
ー
ド
や
多
様
な
計
測
・
制

御
用
ボ
ー
ド
を
実
装
可
能
。

ハ
イ
エ
ン
ド
Ｇ
Ｐ
Ｕ
ボ
ー

ド
に
対
応
す
る
１
３
０
０
Ｗ

電
源
ユ
ニ
ッ
ト
と
、
４
つ
の

Ｐ
Ｃ
Ｉ
　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ

５
・
０
ス
ロ
ッ
ト
で
並
列
処

理
性
能
に
優
れ
る
た
め
、
Ａ

Ｉ
モ
デ
ル
の
学
習
／
推
論
処

理
や
画
像
処
理
な
ど
高
速
か

つ
信
頼
性
を
求
め
ら
れ
る
分

野
で
、
優
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
発
揮
す
る
。

長
期
製
品
供
給
、
修
理
保

守
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
モ
デ
ル
チ
ェ

ン
ジ
す
る
た
び
に
発
生
し
て

い
た
検
証
・
改
修
工
数
な
ど

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

を
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

る
、
シ
ー
ケ
ン
サ
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
「
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ

ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ
　
Ｔ
Ｓ
Ｎ
ー
Ｃ

Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ブ
リ
ッ
ジ
ユ

ニ
ッ
ト
」
を
発
売
し
た
＝
写

真
。

　
同
製
品
は
、
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ

ｎ
ｋ
機
器
と
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ

ｋ
　
Ｉ
Ｅ
　
Ｔ
Ｓ
Ｎ
機
器
を

接
続
し
、
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

の
マ
ス
タ
が
い
ら
ず
、
Ｃ
Ｃ

―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ
　
Ｔ
Ｓ

Ｎ
側
で
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
機

器
を
制
御
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
。

Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ
　

同
製
品
は
、
ド
ラ
イ
リ
ー
ド

ス
イ
ッ
チ
で
業
界
最
大
級
、

他
社
に
比
べ
て
２
倍
〜
３
倍

の
最
大
13
Ａ
通
電
を
実
現
。

こ
れ
ま
で
数
本
を
使
っ
て
10

Ａ
以
上
を
通
電
し
て
い
た
用

途
に
も
１
本
で
対
応
で
き
、

機
器
の
小
型
化
と
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
が
可
能
。
最
大
接
点
容

量
１
５
０
Ｗ
、
絶
縁
抵
抗

1013
Ω
の
大
容
量
・
高
絶
縁
性

能
な
が
ら
、
他
社
に
比
べ
て

約
18
％
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
し
た

ク
ラ
ス
最
小
サ
イ
ズ
。
さ
ら

に
、
微
小
負
荷
や
誘
導
負
荷

な
ど
幅
広
い
負
荷
に
対
応
可

能
と
し
、
微
小
負
荷
Ｄ
Ｃ
５

Ｖ
１
mA
で
は
故
障
率
λ60

＝

５
×
10-8
／
回
以
下
で
使
用

可
能
。
大
き
な
時
定
数
の
誘

導
負
荷
で
も
直
接
開
閉
が
で

き
、
保
護
回
路
が
不
要
。

　
用
途
と
し
て
、
遮
断
時
間

を
短
く
す
る
必
要
の
あ
る
パ

ワ
ー
リ
レ
ー
、
高
耐
圧
で
大

き
な
通
電
容
量
を
必
要
と
す

る
計
測
器
・
テ
ス
タ
向
け
の

リ
ー
ド
リ
レ
ー
、
誘
導
負
荷

機
器
を
開
閉
し
た
い
ス
イ
ッ

チ
や
レ
ベ
ル
セ
ン
サ
、
高
い

信
頼
性
を
要
す
る
安
全
ス
イ

ッ
チ
、
小
型
で
大
容
量
な
セ

ン
サ
な
ど
へ
の
採
用
を
見
込

ん
で
い
る
。

ロ
ン
グ
ス

ト

ロ
ー
ク

タ
イ
プ
追
加

Ｃ
Ｋ
Ｄ

３
方
爪
チ
ャ
ッ
ク

の
耐
久
性
と
、
ガ
イ
ド
部
の

設
計
見
直
し
で
得
た
高
剛
性

に
よ
り
、
高
把
持
力
と
繰
り

返
し
精
度
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス

０
・
01
㍉
㍍

を
維
持
し
な
が
ら
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
工
程
の
長
期
安
定
稼
働

を
可
能
に
す
る
。

　
新
製
品
の
ロ
ン
グ
ス
ト
ロ

ー
ク
タ
イ
プ
は
、
標
準
の
動

作
ス
ト
ロ
ー
ク
４
〜
12
㍉
㍍

に
対
し
、
10
〜
20
㍉
㍍
を
実

現
し
て
い
る
。

　
ま
た
合
わ
せ
て
標
準
モ
デ

ル
の
チ
ュ
ー
ブ
内
径
φ
50
の

製
品
も
追
加
し
た
。

プ
ラ

ス

マ
イ

ナ
ス

　
Ｎ
Ｓ
Ｋ
は
、
同
社
製
ダ
イ

レ
ク
ト
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
タ

「
メ
ガ
ト
ル
ク
モ
ー
タ
」
を

駆
動
制
御
す
る
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

Ｃ
Ａ
Ｔ
対
応
ド
ラ
イ
バ
を
２

０
２
５
年
４
月
か
ら
発
売
す

る
＝
写
真
。

メ
ガ
ト
ル
ク
モ
ー
タ
は
、

減
速
機
を
介
さ
ず
、
回
転
部

み
出
し
、
搬
送
対
象
を
素
早

く
動
か
し
て
正
確
な
位
置
へ

の
停
止
が
可
能
。
信
頼
性
に

優
れ
た
専
用
レ
ゾ
ル
バ
を
角

度
セ
ン
サ
と
し
て
採
用
し
、

厳
し
い
環
境
下
で
も
安
定
し

た
性
能
を
発
揮
で
き
、
半
導

体
製
造
装
置
な
ど
産
業
機
械

向
け
に
幅
広
い
用
途
で
採
用

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

メ
ガ
ト
ル
ク
モ
ー
タ
を
近
年

普
及
が
拡
大
し
て
い
る
産
業

用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｅ
ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
」
に
対
応
さ
せ

る
専
用
ド
ラ
イ
バ
で
、
複
数

モ
ー
タ
の
統
合
制
御
や
高
速

同
期
運
転
を
可
能
に
し
、
装

置
の
立
ち
上
げ
や
稼
働
時
の

タ
ク
ト
タ
イ
ム
の
短
縮
を
実

現
す
る
。ま
た
、専
用
レ
ゾ
ル

バ
の
信
号
を
ア
ナ
ロ
グ
・
デ

ジ
タ
ル
処
理
す
る
こ
と
で
、

角
度
分
解
能
を
現
行
の
専
用

ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
使
用
時

に
対
し
て
１
・
６
倍
に
向
上

で
き
、
よ
り
細
か
な
回
転
位

置
決
め
が
可
能
に
な
る
。

　
現
行
の
メ
ガ
ト
ル
ク
モ
ー

タ
11
製
品
に
対
応
し
、
半
導

体
製
造
装
置
や
電
子
部
品
検

査
装
置
、
画
像
処
理
装
置
な

ど
幅
広
い
用
途
の
装
置
に
利

用
可
能
。
既
に
メ
ガ
ト
ル
ク

モ
ー
タ
採
用
の
設
備
に
導
入

す
る
こ
と
で
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ

Ａ
Ｔ
対
応
も
実
現
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
エ
ジ
ェ
ク
タ

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
で

軽
量
、小
型
、高
性
能

シ
ュ
マ
ル
ツ

シ
ュ
マ
ル
ツ
は
、
高
効
率

で
高
機
能
の
手
の
ひ
ら
サ
イ

ズ
の
真
空
発
生
器
で
あ
る
コ

ン
パ
ク
ト
エ
ジ
ェ
ク
タ
に
つ

い
て
、
新
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と

な
る
「
Ｓ
Ｃ
Ｐ
Ｓ
ｃ
」
を
発

能
で
タ
ク
ト
ア
ッ
プ
や
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
容
易
で
異
物
を
吸

い
込
む
よ
う
な
環
境
に
適
し

た
シ
ン
グ
ル
ノ
ズ
ル
タ
イ
プ

と
、
よ
り
効
率
的
な
真
空
生

成
を
実
現
し
エ
ア
消
費
量
を

抑
制
で
き
る
マ
ル
チ
ス
テ
ー

ジ（
多
段
ノ
ズ
ル
）タ
イ
プ
の

２
種
類
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

ワ
ー
ク
の
リ
リ
ー
ス
時
間
を

早
め
、
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
短

縮
が
可
能
な
真
空
破
壊
機
能

を
標
準
搭
載
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
従
来
は
上
位
機

種
の
み
だ
っ
た
７
セ
グ
メ
ン

ト
表
示
を
搭
載
。
設
定
の
手

間
を
軽
減
で
き
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
真
空
圧
の
視
認
性

が
向
上
し
て
い
る
。

SCPSc

「
メ
ガ
ト
ル
ク
モ
ー
タ
」制
御

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

Ｃ
Ａ
Ｔ
対
応

ド
ラ
イ
バ

ＮＳＫ

に
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
が
ダ
イ
レ

ク
ト
に
結
合
さ
れ
て
い
る
高

精
度
位
置
決
め
・
搬
送
装
置

で
あ
る
同
社
製
の
ダ
イ
レ
ク

ト
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
タ
。
軸
受

け
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
、
角
度

セ
ン
サ
を
一
体
化
し
た
構
造

で
、
正
確
な
回
転
運
動
を
生

ドライバ
EGC型

コンバータ
ECC型

売
し
た
。
同
製
品
は
、
軽

量
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
多
機
能

の
エ
ジ
ェ
ク
タ
で
、
優
れ
た

吸
い
込
み
性
能
と
省
エ
ネ
機

オ
ム
ロ
ン
は
︑
レ
ー
ザ
変
位
セ
ン
サ

﹁
Ｚ
Ｐ
︱
Ｌ
を
発
売
し
た
︒

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A

2024年10月から社名を変更しました
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的生産量の多いドア制御コントローラの2人持ちU字
生産ラインに着目し、作業者とともに働ける協働ロボ
ットを導入。協調ロボットは機能検査試験のタクトに
合わせてネジ締め作業と搬送作業を行い、残る1名の
作業者はその他の工程を負担することで全体のタクト
タイムが平滑になり生産効率が上がったという。

■�富士電機とデンソー、経産省から半導体の供給
確保計画を認定。SiCパワー半導体の国内生産
能力強化

　富士電機とデンソーが共同申請した「半導体の供給
確保計画」が経済産業省から認定を受け、今後両社は
SiCパワー半導体に関する投資と製造連携を進め、国
内生産能力を強化する。
　富士電機は、パワーエレクトロニクス機器の高効率
化や小型化に貢献するSiCパワー半導体素子の開発か
らモジュールの量産まで一貫した体制を備え、デンソ
ーはウエハや素子、モジュールからインバータまで、
高品質・高効率を実現するためのSiC技術を総合的に
開発してきている。今後、車載分野における両社の製
品開発力と生産技術力を生かし、国内のSiCパワー半
導体の安定的な供給能力拡大に向けて連携していく。
　同計画による事業総額は2116億円で、うち最大助
成額は705億円。主な生産拠点は、富士電機松本工場
（SiCエピタキシャルウエハ、SiCパワー半導体）、
デンソー大安製作所（SiCウエハ）、幸田製作所
（SiCエピタキシャルウエハ）。

■�明電舎、「第12回Webグランプリ」で企業
BtoBサイト賞グランプリ受賞

　明電舎は、コーポレートサイト内のWebコンテン
ツ企画「あなたのとなりの明電舎」が、日本アドバタ
イザーズ協会デジタルマーケティング研究機構が主催
する「第12回Webグランプリ・企業グランプリ部
門」で「企業BtoBサイト賞」のグランプリを初受賞
した。
　同コンテンツは、20代以下の年齢層を主なターゲ
ットに、電気にまつわる明電舎の仕事を楽しみながら
知ってもらうと同時に、その先にある社会と私たちが
どう向き合っているのかを感じてもらうコンテンツと
なっている。

■�パナソニック、水素を活用するエネルギーソリ
ューション「Panasonic�HX」を開始

　パナソニックは、水素を活用するエネルギーソリュ
ーションの総称として「Panasonic HX」という名称
を設定し、水素事業のマーケティング等で使用してい
く。
　「Panasonic HX」には、環境負荷の少ない水素
（H）の本格活用という新たな選択肢を提案し、パー
トナー企業や行政、ビジネス顧客とのコラボレーショ
ン（X）によって、脱炭素社会へのトランスフォーメ
ーション（X）に貢献していくという意味を込めた。
純水素型燃料電池に太陽電池と蓄電池を組み合わせた
3電池連携制御や、水素による発電時の熱エネルギー
を効率的に活用するソリューションなどを対象に使用
していく。
　これに合わせて「Panasonic HX」特設サイトを英

■�三菱電機、JIMTFO2024のブースレポート
特設サイトを公開

　三菱電機は、11月5日から10日に東京ビッグサイト
で行われた「JIMTOF2024第32回日本国際工作機械
見本市」ついて、出展内容を紹介する特設サイトを公
開した。
　同展では、「Automating the World絶えまない進
化を、あなたのものづくりへ」をコンセプトに、前回
2022年からの進化・成果をお客さま事業に寄り添う
エピソードも交えながら、CNCや放電加工機、3Dプ
リンタ、DXなど、さまざまなニーズに対応できる製
品・ソリューションを出展した。特設ページでは展示
したサイネージや動画の一部を見ることができる。

■�三菱電機、FA機器の採用事例に北村製作所の
事例を掲載

　三菱電機は、FA機器の採用事例として北村製作所
の事例を掲載した。
　新潟市の北村製作所ではカーボンニュートラルを推
進するために、同社の省エネ支援機器を活用した電力
使用量の詳細な見える化に取り組んでいる。建屋単位
で電力使用量をリアルタイムで管理し、エアコンとの
自動連携機能なども活用。CO2排出量の90㌧削減を実
施し、電気代削減も進み、かかった投資は1年で回収
できたとしている。

■�東芝、「東芝再興計画」として本社組織を再編
　東芝は、「東芝再興計画」の一環として、2025年1
月1日付で、本社のスタッフ組織をこれまでの23組織
から13組織に再編する。
　事業部の運営に必要な機能は本社から事業部に移管
し、事業部内でのコストコントロールを可能にし、経
営効率化・収益最大化に向けた事業部での判断をしや
すくする。本社機能は、法人として必要な機能やグル
ープ全体で成長・改善を牽引する機能などに絞り込
み、強化していく。

■�オムロン、協働ロボット導入事例として旭光電
機のセル生産事例を公開

　オムロンは、協働ロボットの導入事例として、旭光
電機の「組立工数の削減のためにセル生産に導入した

できる体制を強化している。
　試験対応項目は振動（Sine、Random、Shock）、
温湿度（-40℃～+150℃、20%～98%Rh）、熱衝撃
（-50℃⇔+150℃）、耐水（IPx3、x4、x4K、x5、
x6K、x9K）、塩水（CCT）、ガス腐食（4種混合・
1種の選択可）、長期保管試験（約3.2平方㍍）。

■�FUJI、インドネシアに現地法人PT.Fuji�
Indonesia�Corpを設立

　FUJIは、シンガポール子会社のFUJI MACHINE 
ASIA PTE. LTDの100%出資により、インドネシア
に新たな現地法人PT.Fuji Indonesia Corp（FIN）を
設立した。

行政・団体

■�中小企業庁、価格交渉促進月間（2024年9
月）フォローアップ調査の結果を公表

　中小企業庁は、毎年3月と9月に行っている、受注
企業が発注企業にどの程度価格交渉・価格転嫁できた
かを把握するための「価格交渉促進月間フォローアッ
プ調査」について、9月時点の調査を公表した。
　発注側企業から申し入れをして価格交渉が行われた
割合は、前回から約2㌽増の28.3％となり、価格交渉
できる雰囲気がさらに醸成されつつある。価格転嫁率
も49.7％となり、コストの増額分を全額価格転嫁で
きた企業の割合が増加した。そのほか価格転嫁に関す
る発注側企業による説明状況や、サプライチェーンの
各段階における価格転嫁の状況、官公需における価格
交渉・価格転嫁の状況についても調査している。

■�NECAとJSA、共同でイネーブルスイッチの
JIS規格を改正

　NECA（日本電気制御機器工業会）とJSA（日本規
格協会）は、共同で原案を作成した3ポジションイネ
ーブルスイッチの日本産業規格（JIS）である規格番
号「JIS C 8201-5-8：2024」、規格名称「低圧開閉装
置及び制御装置－第5―8部：制御回路機器及び開閉
素子―3ポジションイネーブルスイッチ」を、11月20
日付で改正した。
　今回の改正では、適用範囲の拡大や信頼性データの
決定手順の明確化を実施し、FAや各種産業分野にお
いて、危険領域で設置、教示、保全などの作業をする
場合に3ポジションイネーブルスイッチを使用するこ
とで作業者のリスクを低減することが期待される。
　主な改正内容は、2020年に改正された3ポジション
イネーブルスイッチの国際規格（IEC60947-5-8）に
対応し、（a）適用範囲に、従来の手動式の3ポジシ
ョンイネーブルスイッチに加えて、足踏み式のイネー
ブル機器に組み込まれる足踏み式の3ポジションイネ
ーブルスイッチを新たに追加。（b）イネーブルスイ
ッチを組み込んだ装備機器の図の例を附属書Aに追
加。（c）機能安全適用で使用されるスイッチの信頼
性データを決定する手順の付属書B（規定）を新たに
追加した。

協調ロボット活用
と工夫」を公開し
た。
　産業用機器に組
み込まれて使われ
る少量多品種のユ
ニット機器を生産
す る 旭 光 電 機 で
は、増えてきた生
産量に対応するた
め、既存の生産ラ
インにかけてきた
工数の見直しが必
要になってきてい
た。そこで、比較

語、ドイツ語、日本語の3カ国語で同時公開した。

■�アドバンテック、福岡県・直方事業所で女子学
生と一緒に「働く」を考えるイベント実施

　アドバンテックは、11月5日に福岡県・直方事業所
で、福岡県が女子中高生を対象に実施している探究学
習プログラム「ガールズテックプログラム」を開催し
た。福岡県内の高校生30人が参加し、「製造・半導
体関連企業の女性就労比率を向上させるためにはどう
すればいいか」のテーマで、工場見学や意見交換会な
どを通じて、高校生と社員が交流を図った。

セミナー・イベント

■�パトライトと富士電機機器制御、12月12日　
ウェビナー「もはやデマンド監視だけじゃない
!?意外と知らない設備省エネ」

　パトライトと富士電機機器制御は、12月12日に共
同ウェビナー「もはやデマンド監視だけじゃない!?意
外と知らない設備省エネ～パトライト×富士電機機器
制御がこっそりお教えします～」を開催する。
　製造業の工場の省エネについて、工場の消費電力の
8割を占めるのは生産設備と言われており、生産の無
駄をなくすことが省エネの取り組みには欠かせない。
その中で、両社のコラボレーションで今日から始めら
れる生産設備の消費電力の削減方法についてこっそり
紹介する。

移転・オープン

■�たけびし、東京支店と梅沢無線電機の事務所を
移転

　たけびしは、東京支店と梅沢無線電機の事務所を移
転した。
　東京支店の新住所は〒101-0044　東京都千代田区
鍛冶町1-8-8　神田鍛冶町ビルディング6F、電話番号
は03-3258-6120。梅沢無線電機（本社）の新住所は
東京支店と同住所。電話番号の変更はなし。

■�IMV、2025年1月にベトナム・ホーチミン市
に受託試験場を新設

　IMVは、ベトナムでの試験サービスの需要増加に
応えるべく、2025年1月にホーチミン市タンフー区タ
ン ビ ン 工 業 団 地 内 に 新 た な 受 託 試 験 場 「 I M V 
TECHNO VIETNAM Branch of Ho Chi Minh 
City」を開設する。
　同ラボは、ハノイ市にある「IMV TECHNO 
VIETNAM Hanoi Laboratory」との連携を強化し、
ハノイラボのEVモーター向け環境試験の強化に向け
て塩水やガスの腐食試験や部品の長期保管試験など、
試験シーケンスを幅広く提供できるように設備を増
強。ベトナム国内でワンストップ試験サービスを完結
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ラズパイ搭載耐圧防爆形ゲートウェイ
「NGATE-1」
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本質防爆構造のアンプ内蔵小形光電センサ
「SA2E-EX形」
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険
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所
用
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タ
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ど
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ア
プ
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ケ
ー
シ
ョ
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に
最
適
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世
界
初
の
国
際
規
格
防
爆
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

ファナックファナック

https://www.fanuc.co.jp/ja/product/new_product/2024/202405_robot_crxpaint.html

防爆協働ロボット
「CRX-10iA/L Paint」
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各
国
、
地

域
で
の
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し
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機
器
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護

レ
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ル
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高
い
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が
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ン
１
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険
場
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で
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安
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用
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。
防

爆
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必
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な
塗
装
環
境
で

も
ダ
イ
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ク
ト

テ
ィ
ー
チ
ン
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に
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に
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可
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作
業
者
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普
段
塗
装
す
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に
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動
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す
よ
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に
ロ
ボ
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動
か
す
こ
と
で
、
軌
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を
正
確
に
覚
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さ
せ
る
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と
が
で
き
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教
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直
感
的

に
行
え
る
ア
イ
コ
ン
命
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も
塗
装
ア
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リ
ケ
ー
シ
ョ
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に
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。
感
度
の
良
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接
触
停
止
機
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の
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ー
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な
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４
１
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防
爆
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コ
ン
パ
ク
ト
で
防
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と
安
全
機
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実
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フエニックス・コンタクトフエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja-jp/

信号変換器
「MINI Analog Pro Exi」
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防
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し
、
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高
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防
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対
応
製
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、
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次
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発
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。
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製
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エッジAI時代が本格的に到来
アドバンテック「AI Solution Day」レポートアドバンテック「AI Solution Day」レポート

グローバルエッジコンピューティング企業へ
アドバンテック　井桁氏

　はじめに主催者を代表
し、アドバンテックインテ
リジェントシステムズ事業
部ダイレクタの井桁晶子氏
が、オープニングのあいさ
つを行い「本日は当社主催
のよるAI Solution Dayに
お越しいただき、誠にあり
がとうございます。アドバ
ンテックは、製造業や交
通、エネルギーをはじめと
した産業インフラ向けに事
業を展開し、現在、産業用
PCの分野ではグローバル
のマーケットシェアとして
42．5％を占めています。
製造拠点は日本と台湾、中
国にあり、開発から生産ま
で一貫して全社で行ってお
ります」と会社紹介をした
後、「さらなる飛躍に向け
て自社のポジショニングを
『産業用PC』から『AI IoTプラットフォーマー』へと変化させてきま
した。今後は『グローバルエッジコンピューティング』へと変えていき
たいと考えています。エッジコンピューティングは、2027年までに年平
均成長率30％というマーケットとなっており、その成長を促進するのが
AIです。製造業ではAMRやロボット、画像検査分野におけるAIを活用
した生産性向上や業務効率化、交通インフラ分野ではスマートシティへ
の取り組み、また設備の拠点により労働人口減少に対しての解決、そし
て安全安心に向けたAI活用が進んでいます。本日のイベントを通じ
て、皆さまの業務や企業、事業活動へのビジネスチャンスにつながるこ
とを希望しています」と話した。

エッジAIのチャンス到来
アドバンテック　パオ氏

　続く基調講演の1本目は、
アドバンテックの台湾本社か
らエッジサーバー＆AIグル
ープ副社長のMagic Pao（マ
ジック・パオ）氏が来日し、
「エッジAI導入を加速する
生成AIとパートナーとの共
創」をテーマにスピーチを行
った。
　パオ氏は、エッジAI市場
の現場と、エッジAIエコシ
ステムを構成する同社の製品
群、今後ビジネス拡大が期待
できる3つの高成長市場につ
いて紹介し、「エッジAIが
次の産業の大きな波になると
認識していると思いますが、
なぜこんなに時間がかかって
いるのでしょうか？　普及を
妨げる要因として、ハードウ
エアは消費電力や高い計算能
力等が求められ、ソフトウエアの導入も統一されたアプローチがなく、
複雑さが増しているという面があります。エッジAIをスケールさせる
公式は（ドメイン＋プラットフォーム）×オーケストレーション（設定
運用の自動化）＝エッジAIの加速だと考えています」とし、エッジAI
市場はこれから本格化していく見通しを示した。
　エッジAIに最適なプラットフォーム、ゲームチェンジャーとして
NVIDIA Jetsonに注目し、標準的な「MIC711」「MIC713」、産業特
化モデル「MIC715」、AGVAMR用「MIC731」、スマートシティ向け
「MIC717」などを案内した。
　今後2025年から2026年にエッジAI普及のチャンスが到来するとし、
高成長市場としてスマートシティ、医療用画像、AMRロボティクスの3
つを挙げた。

生成AI時代のエッジコンピューティング
エヌビディア　中根氏

　 続 い て 、 エ ヌ ビ デ ィ ア
B u s i n e s s  D e v e l o p m e n t 
Manager M＆E／Smart Space
／Retailの中根正雄氏が「生成AI
時代のエッジコンピューティン
グNVIDIAプラットフォームとソ
フトウエアスタックの最新情
報」と題して講演を行った。
　中根氏は同社について、
「GPUボードの会社としてハー
ドウエアエンジニアが多いと思
われがちだが、実際はソフトウ
エアのエンジニアの方が多く、
ハードとソフトの両方でAIのア
プリケーションを作りやすくな
るようなプラットフォームを提
供している企業です」とし、ハ
ードウエアやソフトウエアを提
供すると同時に、それらを組み
合わせて「AIファクトリー」と言われる巨大なデータセンターを企業
や国と協力して構築し、さまざまな産業のAIモデルを作り出し、新た
なビジネスや事業の創出を進めていることを紹介した。
　エッジAIについては「エッジでAIを行う場合、はじめからAIを作っ
ていくのは大変。望ましいのは、既に誰かが作成して準備済みのもの
を、ユーザーが呼び出して使うことができること」とし、オープンソー
ス型はデータセンターやクラウドなど自由に作って実行できる反面、そ
れぞれのインフラへの最適化や継続的なメンテナンスやアップデートが
必要であり、かつエッジAIの場合はクラウドに上げたくない・上げら
れない場合もあると指摘。それに対してマネージド型は、一部に制限は
あるが、既に使いやすく最適化されていて、実行までの近道であるとメ
リットを挙げ、同社のマイクロサービスである「NVIDIA NIM」を使
えばエッジAIのアプリケーションの作成が簡単にできると提案し、事
例を紹介した。

最先端AIテクノロジー実装をサポート
マクニカクラビスカンパニー　山田氏

　続いてマクニカクラビスカ
ンパニービジネスソリューシ
ョン第2統括部営業第2部第1課
課長山田智教氏が登壇し、
「最先端AIテクノロジー実装
に向けた取り組みサービス」
のテーマで、導入障壁を下げ
て、ユーザーがNVIDIAの最先
端技術を使えるようにする活
動について話した。
　はじめにユーザーが注目し
ているソフトに対して実際に
検証した事例を紹介。メタバ
ース開発を支援する「NVIDIA 
Omniverse」について、車を
さまざまな角度から撮影した
画像を生成して、どの角度か
ら見るのが一番ナンバープレ
ートをうまく検知できるかを
検証し、コインパーキングを
開設する際の事前シミュレーションとして活用したほか、これを社内の
別プロジェクトの駐車場のAIモデルの開発、自動走行向けLiDAR 
POINT CLOUDデータの取得、AI異常検知に向けたシーンの作成など
にも展開した例を紹介。続いて、音声とビジョン認識のためのAIモデ
ル作成を支援する「NVIDIA TAO Toolkit」、独自の生成AI開発と実
装を加速するSDK「NVIDIA NeMo／NIM」についても社内検証の様
子を明らかにした。また同社が提供しているサービスについて説明し、
NVIDIAの最適なハードウエア構成で最新ソフトウエアを導入前に事前
検証できるサービス「AI TRY NOW PROGRAM」や、要件定義から
インテグレーション、導入後サポートまで同社のスペシャリストが伴走
するサービス「マクニカプロフェッショナルサポート」、エッジ寄りの
サービスとして、同社とアドバンテック、Allxonの協業による遠隔デ
バイス管理サービスを紹介した。

エッジAIの社会実装を実現する
各社ソリューション

　休憩を挟んで、協賛各社が自社ソリューションを紹介す
る「ソリューション講演」を実施した。
　はじめはSpingence technologyのCEO Jesse Chen（ジ
ェシー・チェン）氏が「AIによる欠陥検出 高度な製造現
場における検出精度の向上」と題して講演を行った。
　同社は、2015年に台湾・台北市で設立。2017年に受動部
品メーカーに欠陥検出のAIソリューションが導入された
ことをきっかけに、2022年までに受動部品や自動車用電子
機器、EMS、半導体業界などで400以上のAIソリューショ
ンの導入実績を積み重ねてきた。AI欠陥検査を導入する
ことによって、複雑な欠陥の検出、人件費の削減、過剰率
の低減、データの情報化というメリットを得ることがで
き、同社は、AIモデルのラベリングから学習、検証、デ
プロイ、生産ラインでの実行までワンストップで直感的に
行える「AI NAVI」を提供しているとした。

◇　　◇
　2番目はコンピュータマインド 代表取締役社長萱沼常人
氏による「製造業でのAI製品化の事例」のタイトルで話
をした。
　同社は1991年創業で30年以上の歴史があり、産業機器や
半導体製造装置等でも多くの実績があるソフトウエア開発
会社。主に受託開発を行っており、170人のうち160人がエ
ンジニアという技術系企業で、講演では共同研究による
AI製品化事例を紹介。
　良品・不良品の判定を行う検査工程のAI活用につい
て、工程では不良がなかなか出ないので学習のための画像
サンプルが手に入らないという課題に対し、既にある不良
画像からいろいろな不良パターン画像を生成する山梨大学
との共同開発をはじめ、スポーツの試合映像を分析して自
動で実況を行う生成AIの開発、金属加工の検査システム
へのC＋＋の移植、AIによるVisual SLAM技術の検証、
半導体製造装置のパラメータの設定支援AIなどの実績を
強調した。

◇　　◇
　3番目はAWL取締役CTO土田安紘氏が「人材不足の時
代における、エッジAIを応用した最新の店舗セキュリテ
ィ対策ご紹介」のテーマで、店舗の万引防止対策ソリュー
ションを紹介した。
　同社は、2024年度の大学発ベンチャー表彰の新エネルギ
ー・産業技術総合開発機構理事長賞を受賞したAI開発企
業。小売業・リテールの店舗オペレーションとセキュリテ
ィにフォーカスしてAIカメラソリューションを展開して
おり、講演では小売店舗を悩ます万引対策にAIを活用し
ている事例を紹介した。
　店舗にあるセキュリティカメラの画像認識にAIを活用
することで、怪しい人物の入店時から店内での振る舞いを
店内の複数台のカメラで捉え、万引の様子を明らかにした
り、入店時の顔認識で過去の万引犯データと照合して再発
を防いだりできることを解説。安価に導入し、効果的な万
引対策ができるソリューションとして展開していくとし
た。

◇　　◇
　4番目は、ニューラルグループ執行役員まちづくり事業
本部デジソリューション事業統括部統括部長中桐健太氏が
「エッジAIプロダクトの社会実装」のテーマで、AIプロ
ダクトを社会実装するために重要なことにフォーカスして
話をした。
　同社は、AI画像・動画解析と端末処理技術を活用した
AIエンジニアリングを行っている企業で、スマートシテ
ィ向けエッジAI製品として、駐車場の空車満車を把握す
る「デジパーク」、工事現場の入り口で警備員による交通
誘導を自動化する「エッジアラート」、人流解析の「デジ
フロー」などを展開している。講演では、エッジAIを社
会実装するために必要なことについて、①そもそもAIは
ツール。顧客にとっての価値を踏まえたトータルパッケー
ジでのサービス設計ができるプレイヤーが増えていくこと
が重要、②プロジェクトに関連するさまざまなステークホ
ルダーを巻き込めるようなサービスの実装とステークホル
ダー間での協議活性化が重要、③AI技術は「技術検証」
から「社会実装」の時代へ。AIサービスの透明性を担保
しつつ、アウトカムを重視した業務の設計が重要であると
した。

　アドバンテックは、9月11日に東京・御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンタ
ーで、エッジAIをテーマとしたカンファレンス「AI Solution Day」を開催した。
その様子をレポートする。
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　新設備では、セラコンの製造工程に不可欠な離型フ
ィルムを製造する。製膜した原反PETフィルムに別
途コーティング処理を行うことで優れた平滑性を実現
するオフラインコーティングと、製膜工程においてコ
ーティング層を形成し原反から離型フィルムまでを一
貫生産することで生産効率を高めたインラインコーテ
ィングの両方の生産方式に対応が可能。ミドルからハ
イエンド品まで幅広い顧客のニーズに柔軟に対応でき
る生産体制の構築を図る。また環境負荷の低減を目指
し、使用済みの離型フィルムをリサイクル原料として
再利用する取り組みも推進していく。
　延床面積は約1万6000平方㍍。鉄骨造6階建。投資
額は約200億円（インフラ整備など含む）。

■�桑山、富山県魚津市の富山工場の隣接地に第
2工場（生産棟及び研究開発棟）が竣工

　ジュエリーメーカーの桑山は、富山県魚津市の富山
工場の隣接地に第2工場（生産棟および研究開発棟）
を竣工した。
　同社は、富山県とタイ、中国に製造拠点、本社の他
に国内3支店を展開し、今回の新工場の竣工によって
敷地面積、建築面積は既存工場のほぼ2倍となる。敷
地面積は7184平方㍍（約2173坪）。建築面積は2317
平方㍍（約701坪）。

■�大熊ダイヤモンドデバイス、福島県大熊町に
ダイヤモンド半導体の研究開発、製造の新工
場

　大熊ダイヤモンドデバイスは、福島県大熊町にダイ
ヤモンド半導体の研究開発、製造の新工場を建設す
る。
　ダイヤモンド半導体は、既存半導体に比べて高周波
特性や大電力効率、放熱性などに大幅に優れ、次世代
通信技術「6G」の実現に不可欠とも言われている。
高放射線や高温/低温といった極度環境下でも正常に
動作でき、福島第一原子力発電所の廃炉計画に加え、
他原発や宇宙開発への応用が期待されている。

国内

■�キオクシア、岩手県北上市の北上工場の第2
製造棟と新管理棟が完成

　キオクシアは、北上工場（岩手県北上市）の第2製
造棟（K2棟）と新管理棟が完成。新管理棟に管理部
門と技術部門などが順次入居を開始し、K2棟の稼働
に備える。K2棟の稼働は2025年秋を見込んでいる。

■�東洋紡、栃木県宇都宮市の宇都宮工場の離型
フィルム製造設備が完成

　東洋紡は、宇都宮工場（栃木県宇都宮市）内に積層
セラミックコンデンサ（セラコン）用離型フィルムの
製造設備を新設した。2025年春頃の商用生産開始を
目指す。
　セラコンは、電流の調整や電気の一時的な蓄積のた
めの汎用的な電子部品として、さまざまな電子回路に
搭載されている。人工知能（AI）の開発や運用に必
要なサーバーやデータセンターなどの高性能IT機器

　生産設備の増強に合わせて生産工程で発生する副生
物を原材料として再利用するリサイクル設備を導入
し、大幅なコスト合理化に加え、工場からの排水量や
サプライチェーン全体でのGHG排出量の削減を企図
している。
　増強能力は20万㌧/年で、全体で年間41万㌧から61
万㌧に増強する。

■�東プレ、インドで超ハイテン部品の増産に向
け建屋拡張とプレス機を追加導入

　東プレは、インド子会社のTopre India Pvt. Ltd.で
設備投資を行う。
　インド市場では自動車販売台数が増加する見通し
で、車両安全意識の高まりによって衝突安全性の高い
超ハイテン部品の適用拡大が求められている。この需
要拡大における超ハイテン部品の安定供給に向けて建
屋を拡張し、プレス機を追加導入する。2026年度に
稼働開始を予定。投資額は約33億円（予定）。

■�NOK、インドに自動車向けシール製品の新
工場

　NOKのインドのグループ会社のFreudenberg 
NOK Pvt.,Ltdがインド・パンジャーブ州モリンダに
自動車向けシール製品の製造工場を新設した。
　同工場は、インド北部の製造拠点として同州のバス
マ工場から生産設備を移設し、2025年1月から稼働を
開始する。インド現地や在インドの日系・欧米系自動
車メーカー向けに、自動車向けのエンジンシール、バ
ルブステムシール、ダストカバー、Oリングなどを製
造する。自動化設備を導入し、2024年度比で年間約
10%の増産を見込む。
　また、工場の屋上には1.5MWの太陽光発電装置と
最新の雨水利用装置を設置し、環境に配慮した生産体
制を構築している。
　面積は1万3082平方㍍。

■�長谷川香料、中国・浙江省平湖市に食品香料
や食品添加物等の新生産拠点

　長谷川香料は、中国・浙江省平湖市に各種香料の製
造販売子会社を設立する。敷地面積は約3万7000平方
㍍。
同社は、2000年1月に上海市へ長谷川香料（上海）
を、2006年8月に
は、蘇州市工業園
区内に中国に第二
生産拠点として長
谷川香料（蘇州）
を 設 立 。 新 工 場
は、中長期的に安
定した市場拡大が
期待できる中国に
おいて、現地需要
拡大に対応し、よ
り一層のサービス
体制の強化を図る
た め の 拠 点 と な
る。

の普及、スマート
フ ォ ン の 高 機 能
化、電装化・自動
運転といった自動
車産業などの発展
を受けて需要がま
すます拡大してい
る。
　それに対し同社
は2021年に宇都
宮工場に離型フィ
ルム設備の新設を
決定し、このほど
新 設 備 が 完 成 し
た。

　同社は、ダイヤモンド半導体を垂直統合的に研究開
発から製造まで担う企業として、大熊町に世界初とな
るダイヤモンド半導体工場を建設する。工場は2024
年度中に建設を開始し、2026年度には稼動開始を予
定している。敷地面積6361平方㍍。

■�巴工業、神奈川県綾瀬市に遠心分離機の板金
溶接加工の新工場

　巴工業は、神奈川県綾瀬市に工場用地を取得し、
100%子会社で遠心分離機の板金溶接加工を担う巴マ
シナリーの新工場を建設する。約22億円投資予定。
敷地面積は6680平方㍍。

海外

■�シチズンマシナリー、ベトナム工場の鋳物加
工能力を2倍に増強

　シチズンマシナリーは、主軸台移動形CNC自動旋
盤のCincomブランドの鋳物を製造するCitizenベトナ
ム・Machinery Vietnam Co.,Ltd.内に、新たに加工
棟を建設する。加工スペースを約150％拡大し、鋳物
の加工能力を2倍に増強する。
　2025年3月に着工し、竣工は2025年8月を予定。順
次加工設備を導入していく。

■�竹田iPホールディングス、タイに包装箱や紙
管、段ボールの新工場を建設

　竹田iPホールディングスのタイ子会社TAKEDA 
PACKAGING（Thailand）CO.,LTD.は、タイに包
装箱や紙管、段ボールの新工場を建設する。完成予定
は2025年8月頃を予定。
　敷地面積は1万平方㍍、建屋面積は6000平方㍍。投
資金額は13億円。2025年9月生産開始予定。

■�三井化学、韓国で新MDI生産設備の営業運転
を開始

　三井化学は、韓国のグループ企業の錦湖三井化学の
MDI（ジフェニルメタンジイソシアネート）増強生
産設備が営業運転開始した。
　MDIは、自動車部品や家具寝具、住宅や冷蔵庫の
断熱材、弾性繊維や各種接着用原料など、多くの分野
で使用されている代表的なポリウレタン主原料。各国
での住宅建築の断熱性能向上や経済成長に伴う快適性
向上要求の高まりにより年率6％で需要が増加してい
くと見込まれている。
　錦湖三井化学は、自動車部品や弾性繊維、合成皮革
などに使用される高機能MDI（モノメリック系およ
び変性MDI）と、断熱材などに使用される汎用MDI
（ポリメリック系）を生産、販売し、今回の増強は
EV自動車を中心としたNVH（ノイズ・振動・ハーシ
ュネス）制御に使用される高機能MDI需要のさらな
る拡大に対応するためのもの。
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　ニデックマシンツールは、中国
の子会社「尼得科机床（浙江）」
が浙江省平湖市に建設していた工
場を竣工、本格稼働した。
　同工場は中国国内の自動車やロ
ボット、産業機械など向けの需要
に対して工作機械の迅速な供給体
制を構築することを目的に建設を
計 画 。 第 1 期 工 事 と し て 約 6 万
6000平方㍍の敷地に1階床面積約
1万8000平方㍍の3階建ての工場
を建設した。
　工場内は工作機械の組立エリ
ア、部品加工エリア、事務所など
のほか、同社にとって中国国内初
となる600平方㍍の自社ショール
ームを併設し、日本製を含めたグ

ループ各社の製品を展示す
る。
　 同 工 場 で は 、 ホ ブ 盤
（GPHシリーズ、GEシリー
ズ）を中心とする歯車工作機
械、横型マシニングセンタ
（HMCシリーズ）、歯切工
具を生産し、初年度は400台、
2030年800台の生産台数を計画。
生産には、日本での機械組立や加
工実習などの研修を行った従業員
が携わり、滋賀工場と同等の品質
を担保している。
　また日本の中国調達の窓口機能
も担い、平湖市にあるニデックグ
ループ各社とのサプライチェーン
の共有や新たな取引先の開拓など

調達力・購買力の向上を図る。さ
らに、先行して中国現地生産を行
っているニデック工作機械グルー
プのPAMA（上海）や瀧澤機電
（浙江）と連携し、グループ一体
となった取り組みで中国市場での
シェアトップを目指す。
敷地面積は約3万3000平方㍍（第
1期工事）。延床面積は約5万平
方㍍（第1期工事）。

■�ニデックマシンツール、中国・浙江省で�
工作機械の製造工場が本格稼働




